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１．通信プラットフォーム機能提供の例

○急激に変化するビジネス環境の中で 様々なプレーヤーが競争の源泉を確保しつつ 多様な○急激に変化するビジネス環境の中で、様々なプレーヤーが競争の源泉を確保しつつ、多様な
通信プラットフォーム機能を提供
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２．携帯電話事業者によるサービス競争の展開

○携帯電話事業者は 熾烈な競争の中 技術革新を伴うサ ビスの高度化・多様化を各々実現

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年

アプリ機能 着うたサービス

○携帯電話事業者は、熾烈な競争の中、技術革新を伴うサービスの高度化・多様化を各々実現

絵文字変換
▲着うた開始 （１２月）

▲ ドサ ビス開始（２月）

▲<Ｊ-SH07>（６月）

▲<503i>（１月）

▲<C452CA>（７月）

▲着うた開始 （１２月）

▲着うた開始 （４月）

インターネット接続サービス

アプリ機能

動画配信

vodafone
au

au

vodafone

▲着うたフル開始
（１１月）au

着うたサ ビス 絵文字変換

▲絵文字変換機能開始 （７月）

▲絵文字互換サービス開始 （９月） au

▲絵文字自動変換機能開始 （１１月）vodafone

▲ezチャンネル開始（１１月）

▲ＦＯＭＡｉモーション開始（１１月）
▲iモードサービス開始（２月）

▲ｅｚｗｅｂサービス開始(４月）

▲Ｊ－Ｓｋｙサービス開始（１２月）

▲ｅｚｍｏｖｉｅ開始（１２月）

▲VGS向けボーダフォンライブ！

開始（１２月）
au

au
au

vodafone

vodafone

▲ＥＺフラット開始 （１１月）au
▲ダブル定額開始 （８月）au

▲エリアメール
開始（１２月）

緊急速報

▲緊急地震速報

▲ｉショット開始 （６月）

▲写メール開始（１１月）

▲<A3012CA > （６月） au

vodafone
▲パケホーダイ開始 （６月）

▲パケットフリー開始 （１１月） vodafone

▲ダブル定額ライト開始 （５月）au

▲ﾃﾞｧﾕﾙﾊﾟｹｯﾄ定額開始 （６月）
vodafone

画像メール パケット定額制
▲緊急地震速報

開始（３月）
au

▲<J-SH02>（１２月）

▲<F502i>（１２月）

端末カラー化

動画メール

vodafone

d f

▲（１月）
au▲ （１月）

▲ （４月） vodafone

災害伝言板

▲（3月）

▲ （6月）

ワンセグ
▲ （１2月）

au

▲ｉモーションメール開始（１月）

▲ｅｚｎａｖｉｇａｔｉｏｎ開始（８月）

▲ムービーメール開始（９月）

▲<C309H>（８月） ▲ムービー写メール開始（３月）

位置情報コンテンツ

au vodafone

au

au

▲（11月）

au▲(11月)

ﾌﾟｯｼｭﾂｰﾄｰｸﾌﾟｯｼｭﾄｰｸ

Hello Messenger

▲ （6月）
vodafone

▲ （１2月）

▲(9月)
サークルトーク

Softbank
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▲ｉエリア開始（７月）

ｅｚｎａｖｉｇａｔｉｏｎ開始（８月）

▲Ｊ－Ｓｋｙ ＳＴＡＴＩＯＮサービス開始（１０月）

au

vodafone

▲（6月）

au▲ （7月）

▲ （9月） vodafone

おサイフケータイ
おサイフｹｰﾀｲ

おサイフｹｰﾀｲ

おサイフｹｰﾀｲ

機能の共通化例

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの
共通化例



３．iモードの取組み

HTML ｉアプリ iエリア（位置情①

○ⅰモードサービスは、様々なレイヤーにおけるプレイヤーの利用拡大を図るため、幅広い機能を提供

①コンテンツ作成

HTML、ｉアプリ、iエリア（位置情
報）、Felica 等の仕様や各種
ツール類を広く公開
※一般サイトアクセスは全アクセス数の

約7割

ｺﾝﾃﾝﾂ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
レイヤー 一般サイト

ｉモード
メニューサイト

①コンテンツ
作成

③ユ ザＩＤ

②コンテンツ採用基準
の明確化

｢iモードメニュー掲載基準｣をホー
ムページ上に公開し、コンテンツ
採用手続きの透明性を確保iモードセンタ

（ポータル機能）
他事業者

ポータルサイト等

③ユーザＩＤ、
位置情報の提供

②コンテンツ採用
基準の明確化

③

ユーザＩＤの提供
全てのiモードのサイトに対し、
iモードＩＤを提供

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
レイヤー

iモードセンタ

（ポ タル機能）

他事業者

iモードセンタ

ポ タルサイト等
基準の明確化

③

位置情報の提供
全てのiモードのサイトに対し、
位置情報を提供

iモードセンタ
（ISP機能）

他事業者
ISPセンタ

④対ＩＳＰ接続
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの提供

④対ＩＳＰ接続イン
ターフェースの提供

iモード端末から他社ポータル
（ISP）への接続インタフェース提供

※ＷＥＢアクセス機能、PUSH型メール
機能 位置情報送出機能 等

ネットワークレイヤー ドコモＮＷ
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機能、位置情報送出機能 等

携帯電話端末レイヤー



４．携帯電話事業者のユーザＩＤポータビリティについて

現状：携帯電話事業者は、各々の方法でユーザIDを公式サイトのみならず、一般サイトにも提供

☆セキュリティの確保・提供方法等、各事業者間の競争を通じ、国内のモバイルコンテンツ市場は発展

★利用者が、キャリアを変更した場合に、ＣＰとの契約は引き継げない

○ユーザＩＤポータビリティ実現のためには、以下の事項を考慮することが必要

☆キャリアチェンジした場合に ＣＰとの契約を引き継ぐことは可能

【ユーザ】
☆キャリアチェンジした場合に、ＣＰとの契約を引き継ぐことは可能

★恒常的にユーザを特定されるＩＤが発行されることとなり、プライバシー保護

の重要性が大

☆モバイルコンテンツ市場の活性化

【携帯事業者】
☆モバイルコンテンツ市場の活性化

★ユーザＩＤ作成方法の秘匿性の確保、フォーマットの標準化への対応、及び実現
に向けた調整手法、コスト負担方法の検討要

☆ユ ザの契約が引き継がれることによる契約者数の増大
【ＣＰ】

☆ユーザの契約が引き継がれることによる契約者数の増大
★フォーマットの標準化への対応

◇プライバシー保護・セキュリティの確保のためのルールの在り方の検討が最も重要

◇多様 プ が ザ 提供 状況 に ザ利便性 向上 生
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◇多様なプレーヤーがユーザIDを提供している状況下における、ユーザ利便性の向上と発生コストのバランス
及び競争への影響



５．今後の検討において考慮頂きたい点

○各社各様のオープン化ではなく、インターフェースの共通化に注目することが重要

・ユーザー便益の十分な向上

・便益とコストとのバランス・便益とコストとのバランス

・技術革新、ビジネスモデルの変化を伴う競争への影響

○プラットフォームビジネスモデルの在り方

・セキュリティ確保の重要性

・サービスの多様性とわかり易さ、汎用性と効率性のトレードオフ関係

・最低限のインターフェースの共通化の下、市場競争に委ねるべき

○市場のモニタリングの在り方○市場のモニタリングの在り方

・ユーザの利益保護の視点の重要性

・多様なビジネスモデルを踏まえた競争中立的な視点
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